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研究の動機

• 2018年 大阪北部地震での経験

→小売店の壊滅的被害と食糧難、電気ガス停止の恐怖

「避難先がわからない」非地元民のパニック

•その後 相次ぐ災害 : 西日本豪雨、北海道地震

→パチンコ店の防災協力における活躍が話題に

北海道の大手チェーン「パチンコひまわり」が停電の中、全店舗を開放し精力的な支援を行った

<http://www.pph-g.com/news/2018/article20180907.html>



研究概要（問題提起）

•災害時の避難先といえば・・・・

→ 学校、公民館など公共施設が想起されやすい

老朽化の問題

土地勘が無い人には場所がわからない

昼間人口の大きい市街地では危険な屋外に人が溢れる

例）東日本大震災時、帰宅難民で飽和状態の東京都心



研究概要（主題）

パチンコ店を

防災拠点、災害時避難所として

活用させてもらおう！

～パチンコホール企業のCSR活動と連携して行う～



パチンコ店が防災拠点、避難所に適している理由

1. 派手な看板やネオン、駅前や市街地に多数存在する
→土地勘がない人でも場所がわかりやすい

https://www.yugitsushin.jp/wp-content/uploads/2017/08/f5fcfaea88eabb84d444384a5ffb82b1.jpg



パチンコ店が防災拠点、避難所に適している理由

2. 大通りや幹線道路沿いの店舗は立体駐車場を備えている

→多数の避難者、車両を収納できる

http://livedoor.blogimg.jp/amamiyaxxx/imgs/3/b/3b32e987.jpg http://prod.kiw.co.jp/parking/item/seko-16-00-bb.jpg



パチンコ店が防災拠点、避難所に適している理由

3.景品として常に食料品や日用雑貨を常備、在庫管理してい

る。

https://www.p-world.co.jp/tokyo/user_img/001680/basic/0/3.jpg

• カップめん

• 各種調味料

• お菓子

• 水・お茶・ジュース・酒

• 食器用・洗濯用洗剤

• トイレットペーパー、ティッシュ

• 小さな子ども向けのおもちゃ

• 漫画雑誌や書籍

上記景品はどのパチンコ店にも常設



パチンコ店が防災拠点、避難所に適している理由

http://www.asahideed.co.jp/contribution/office1.html



事例分析

パチンコ店が防災の観点から注目されるようになったきっかけ

東日本大震災

指定避難所が壊滅する中、パチンコ店に逃げ込んだ人々が生存

このような報告が多数、パチンコ店の頑丈さが注目される



事例分析

•全国のパチンコホール企業はＣＳＲ活動に防災を組み込む

例）東北地方：マルハン、ダイナムから計10億円以上の寄付

イメージアップ戦略の一つとしても有効だった

→東日本大震災後、募金・寄付から、

現地における直接的な防災事業への取り組みへ



事例分析

• 広島県呉市、パーラーGOD

2012年、南海トラフ地震対策として、

呉市によって公式避難所に指定されたパチンコ店。

2018年西日本豪雨の際には市民が駆け込み難を逃れた。

遊技産業健全化推進機構ニュース2012年11月号より 広島県呉市津波ハザードマップより



事例分析

• NPO法人ソフトインフラ研究センター主導、

全国でパチンコホール防災拠点化運動が隆盛

現在全国500店舗
50万人分の生活用品備蓄

遊技通信2018年2月号
3月号
4月号
5月号
6月号



事例分析

• 富山県遊技業協同組合（富山県のパチンコ店組合組織）

災害時、県内のパチンコ店の駐車場を開放することで行政と合意。

店舗敷地の有効利用を富山県警へ要請。

県内全てのパチンコホールの

立体駐車場を避難所として開放した場合

約10万人が避難・収容可能

パチンコ店の防災協力としては初めて

地元行政との包括的な連携

富山新聞2012年9月12日付朝刊



政策提言・まとめ

• パチンコ店の建物は頑丈である。

• 店舗は派手な外装で、土地勘のない人にもわかりやすい

• 店内には豊富な物資が常備されている。

→防災拠点・避難所に適している。

• パチンコホール企業の間で、ＣＳＲ兼イメージアップ戦略として

防災協力への取り組みが流行

→パチンコ店の協力を得るには好機である



政策提言・まとめ

• 行政とパチンコの癒着問題？

• 企業任せにした場合、活動にばらつきが生まれる

• 特定の店舗のみが行う場合、わかりやすい避難所としてのメリットがなくなる

• 市民への浸透が足りていない

富山県のように、自治体と企業組合の包括的な取り決めが必要

各都道府県遊協との協力体制を構築する

警察・消防と連携して適切な監督業務を行う

「パチンコ店＝防災拠点」のイメージ浸透を市民に図る
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